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関連URL：記者発表資料 http://www.hrr.mlit.go.jp/kanazawa/mb5_kouhou/press/h25/p0611_2.pdf

●国道１５７号 市民・企業ボランティアと協働で夏花に植え替えました！
国土交通省のボランティア・サポート・プログラム協定に基づく３団体（武蔵活性化協議会、南町通り商工会、金沢中心商
店街まちづくり協議会）と、金沢市および金沢河川国道事務所が協働で国道１５７号の植栽帯やプランターにベコニアやマ
リーゴールド等の夏花の植え替えを行いました。各団体で実施した植え替えの概要は以下の通りです。
・武蔵活性化協議会（約４０名）では６月１３日（木）に武蔵交差点から上堤町交差点までの間で約1,500株を植栽
・金沢中心商店街まちづくり協議会（約４０名）では６月１４日（金）に香林坊二丁目交差点から片町一丁目までの間で約
900株を植栽
・南町通り商工会（約６０名）では６月２３日（日）に上堤町交差点から香林坊二丁目交差点までの間で約1,３00株を植栽
花いっぱいの道路が憩いと安らぎを与えてくれます。通行する際にはぜひご覧ください。

植え替えの様子（武蔵）

植え替えの様子（南町） 植え替えの様子（香林坊）

●国道８号 松島地下道で緑小児童が非常ベルの使い方を学びました！

関連URL：記者発表資料 http://www.hrr.mlit.go.jp/kanazawa/mb5_kouhou/press/h25/p0618_1.pdf

６月２０日（木）、松島地下道で非常ベル講習会を開催しまし
た。この講習会は８年前から毎年実施しており、金沢西署二塚交
番、二塚地区防犯協会、町会、地区委員、子ども見守りボラン
ティア、交通推進隊、地下道を管理する国土交通省金沢国道維持
出張所などが一体となって取り組んでいるものです。当日は緑小
学校の新１年生８名が参加し、金沢国道維持出張所の担当者が非
常ベルについてクイズ形式で説明したあと、実際に非常ベルを押
して使い方を学びました。
登下校時の子ども達の安全を図るため、引き続き訓練を継続し
て参ります。



関連URL：記者発表資料 http://www.hrr.mlit.go.jp/kanazawa/mb5_kouhou/press/h25/p0621_2.pdf

●国道１５９号 山側環状・東長江ICで官民協働による美化活動を実施しました！
６月２２日（土）、国道１５９号金沢東部環状道路の東長江交差点周辺で、
御所町町会・夕日寺校下町連合会と金沢河川国道事務所が初めて協働での美
化活動を実施しました。今回の活動では、地元住民や職員ら約５０名が参加
し、機械での除草やゴミ拾いを広範囲で実施し、交差点周辺が快適な景観と
なりました。
今後は、地域や企業の皆さんによる美化活動を支援する「ボランティア・
サポート・プログラム」協定を、「東長江マイインターサポートプログラム
（仮称）」（御所町町会と夕日寺校下町連合会で組織化を目指している団
体）と締結する予定であり、継続的に協働での道づくりを進めていけること
を願っております。
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●雨の時は道路の“冠水”にご注意を！！
石川県も梅雨入りし、大雨に警戒する時期となりました。近年の集中豪雨等で、横断地下道や周辺より低い道路等は冠水
にご注意下さい。冠水が想定される箇所には「排水ポンプ」を設置していますが、排水能力を超えて冠水する場合があるた
めです。
道路等に水が溜まっている場合、一見、浅そうに見えても実際はかなり深い場合があり、車や歩行者が進入すると重大な
事故につながる恐れがあります。道路冠水を発見した場合は、無理な通行を行わず、道路緊急ダイヤル「#9910」へ連絡を
お願いします。
関連URL：道路冠水想定箇所マップ：http://www.pref.ishikawa.lg.jp/michi/kansui.html



★お問い合わせ先★
国土交通省 北陸地方整備局 金沢河川国道事務所 副所長 向田 満
電話 076-264-8800（代表） ＦＡＸ 076-233-9631
金沢河川国道事務所ホームページ URL：http://www.hrr.mlit.go.jp/kanazawa/
金沢河川国道事務所モバイルサイト（携帯サイト） URL：http://c10w1bke.securesites.net/k/

●第９回 石川県道路安全・円滑化検討委員会を開催しました！
６月２６日（水）、石川県内の国道や県道における、移動性の阻害要
因により障害となる箇所について検討する「石川県道路安全・円滑化検
討委員会」を開催しました。９回目となる本委員会では、これまでの渋
滞対策の検討経緯を踏まえ、今後の渋滞対策の進め方や対応方針などが
議論されました。今後もマネジメントサイクルにより、最新の交通デー
タなどを基に、渋滞状況の検証を行いながら対策を検討・実施し、随時
主要渋滞箇所の更新を本委員会で議論していく予定です。

関連URL：記者発表資料 http://www.hrr.mlit.go.jp/kanazawa/mb5_kouhou/press/h25/p0624_2.pdf
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